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1. はじめに 

東京都立産業技術大学院大学（以下、本学）は、社会人

の学び直しのための専門職大学院であり、1 年次での講

義・演習型授業による各種技術の知識・スキルの体系的な

学修の後、2 年次の 1 年間をかけて各専門コースで PBL

（Project Based Learning）型教育を実施し、実践的な業務

遂行能力を獲得できるようにしている[1]。プロジェクトマ

ネージャコースでは、2 年次前期の PBL 型教育においてプ

ロジェクトの立ち上げから終結までのシナリオを用いた

「シナリオ型ケースメソッド」により、プロジェクトマネ

ジメント教育を実施している。 

本稿では、本学が採用しているシナリオ型ケースメソッ

ドを活用したプロジェクトマネジメント教育について報告

する。 

2. 実践的プロジェクトマネジメント教育の必要性 

変化の激しい現代の事業環境において、プロジェクトマ

ネージャは日々プロジェクトで発生する新たな問題にすば

やく対処していかなければならない。こうした状況に対応

できる実践的なプロジェクトマネージャの育成は、通常の

講義・演習型授業による知識の習得だけでは困難である。

従来は OJT により実際のプロジェクトを経験することによ

ってスキル向上を図っていたが、プロジェクトは即戦力を

求めており、失敗を許されない状況になってきた[2]。また、

保守・改修プロジェクトの増加により、プロジェクト全体

を俯瞰して課題解決を図るする機会も不足している。 

3. ケースメソッド 

ケースメソッドとは「ケースに書かれている内容を討議

する形式で進める授業のやり方[3]」であり、現在多くのビ

ジネススクールや大学院、または企業人教育などでケース

メソッドを取り入れた教育が行われている。 

ケースメソッドのポイントである学習者同士による討議

を行うことのメリットを以下に示す[4]。 

(1) 他者の意見を聞くことで自分の思考プロセスの不足し

ている部分に気がついたり、新たな視点を発見したりする。 

(2) 他者の発言を受け、自分の意見がより明確になったり、

思考の組み立て方が変わったり、新たな情報を構築したり

することが可能となる。 

(3) 自身が新たに構築した考えを発言することが、他の学

習者の新たな気づきにつながる。 

学習者は、ケースメソッドを用いた授業で、ケースを基

にした「疑似体験」により、そのケースだけではなく，不

確実な状況下でどのように判断し、どのように意思決定し、

目的達成への行動をいかに実現していくかというより実践

的なコンピテンシーを身に着けることができる[5] 。 

4. シナリオ型ケースメソッドを採用した授業 

本学のプロジェクトマネージャコースでは、2 年次前期

の PBL 型教育において、シナリオ型のケースメソッド授業

を実施することにより、実践的なプロジェクトマネジメン

トスキルの獲得を目指している。以下に、本学が実施して

いるシナリオ型ケースメソッドを採用した授業について報

告する。 

4.1 シナリオ型ケースメソッドとは 

通常のケースメソッドを用いた授業においては、ケース

の内容は、教育テーマに基づいた、個々の事例にフォーカ

スして学習する。 

しかしながら、学習者にとっては、個々の事例のみでは、

それがプロジェクトライフサイクルのどこに位置し、何が

ポイントとなるかを理解しにくい。そこで本学では、まず

は学習者にプロジェクトマネジメントの全体像を理解させ

るため、ある一つの仮想的なプロジェクトを想定し、その

立ち上げから終結までの一貫したシナリオを作成して、そ

のシナリオを各局面（Step）に分けてケースとし、一連の

授業教材として使用している。このようなシナリオをもと

にした連続するケースを用いたケースメソッドを「シナリ

オ型ケースメソッド」と呼んでいる。 

4.2 シナリオの構築 

授業で使用するシナリオは、一般的なアプリケーション

システム開発のプロジェクト（新ポータル構築プロジェク

ト）を想定している（図 1）。 

図 1 ケースメソッド授業で使用するシナリオ 

 

シナリオは、プロジェクトの立ち上げを発注する立場

（発注者側）に立ち、RFP の作成から開始し、システムの

受注者を中心にプロジェクト計画書の作成、要件定義、デ

ザインレビューの実施、進捗遅れに対する管理や品質管理、

発注企業からの仕様変更への対応、パートナー企業への受

け入れ検収テストなどのイベントを経て、プロジェクトの

終結として、プロジェクト終了・完了評価を実施する。 
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4.3 カリキュラム 

前項のシナリオをもとに授業のカリキュラムを構築する。

カリキュラムの一覧を表 1 に示す。 

個々の授業については、学習者に理解してほしい局面を

選定し、そのテーマに沿ってシナリオをそれぞれの Step に

分割してケースを作成する。 

各 Step の授業に要する時間は、90 分×2 コマ（180 分）

とし、15 週で終了する構成となってる。 

 

表 1 カリキュラム 

Step ケーステーマ 

Step01 発注者プロジェクト企画と立ち上げ 

Step02 発注者のプロジェクト背景の理解 

Step03 プロジェクトの立案 

Step04 要員計画とコスト見積 

Step05 リスクマネジメント計画と提案書作成 

Step06 提案活動と契約締結 

Step07 プロジェクト計画の完成とキックオフ 

Step08 要件定義 

Step09 デザインレビューの計画と実行、変更管理 

Step10 テスト計画・品質計画 

Step11 プロジェクト進捗管理・リカバリー報告の実施 

Step12 仕様凍結後の変更要求対応 

Step13 移行計画 

Step14 システムテスト（受入検収テスト） 

Step15 プロジェクト終了・完了評価 

 

4.4 授業の流れ 

図 1 に各 Step における授業の流れを示す。 

 

図 2 授業の流れ 

 

授業は、個人による事前テスト、ケースの事前学習をも

とに、事前テストの共有、ケースの学習、復習課題の実施

について、グループによる討議を行う。 

なお、授業の運営は講師ではなく学習者自身が持ち回り

で実施することにより、タイムマネジメントやコミュニケ

ーションスキル、ファシリテーションスキルを身に着ける。 

 

4.4.1 事前テストの共有 

ケースの学習の前に、そのシナリオの局面（Step）に必

要なプロジェクトマネジメントの知識を確認するための事

前テストを個人で予習しておき、グループで確認する。事

前テストは○×式で，全部で 5 問程度用意している。 

4.4.2 ケース討議 

事前テストによるグループでの知識の整理を行ったら、

いよいよケース討議に入る。まず、今回の Step の説明を講

師が行った後、学習者はケース教材に記載された「流れ」

のを確認し、図中の作業手順に基づき，討議や成果物の作

成、ロールプレイングをケースの指示に基づき実施する。 

図 3 ケースの例 

 

4.4.3 復習課題 

復習課題は、ケース討議での気づきを確実にするために

確認する。内容として「受注者側と発注者側に分けてそれ

ぞれ考えてください」や「例をあげて説明してください」

などといった，やや抽象的な課題をグループに投げかけ、

実践的なプロジェクトマネジメントについて理解を深める。 

5. おわりに 

以上、本学で実施している「シナリオ型ケースメソッド」

を用いたプロジェクトマネジメント教育の取り組みについ

て報告した。現実の世界では、プロジェクトの立ち上げか

ら終結までを経験することはあまりないが、シナリオを用

いることで短期間に、数多く経験することにより、現実の

プロジェクトで発生する様々な問題を全体から俯瞰して対

処できるような、実践的なコンピテンシーを身に着けるこ

とができると考えている。 
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